.^IVictor 取扱説明書 

CD ポータブルシステム _ 

1RD - EZ11-A 

RD - EZ11-P 

RD - EZ11-W 



お買い上げありびとうございまず 

么ご使用の前に 

この r 取扱説明書」をよ <お読みのラえ、正し < お使い < ださい。 

特に別紙の「安全上のごま意」は、必ずお読みいただき安全にお使いください。 
そのあと保証書と一緒に大切に保管し、必要なとさにお読み < ださい。 


ユー ザー登録 
のおずずめ 


お買い上げいたださました製品について「ユーヴー登録」をお願いいたし 
まず。ご登録いたださまずと製品のサポート情報、ビクターの製品情報や 
イベント情報の提供サービスなどをご利用いただけます。また、今後のよ 
0よい製品開発のためのアンケートにをご協力をお願いいたしまず。 

•下記アドレスのホームページより、ご登録ください。 

http://www. victor.co.jp/reg/ 


©2009 Victor Company of Japan, Limited 
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本機を設置するとさは 

本機の通風孔をふさびないでください。通風孔をふさぐ 
と内部に熱びこを0、火災の原因になることびありまず。 
特に次のことにを意してください。 

-あお向けや横倒し、逆さまにしない 
-本箱、押し入れなど風通しの悪い狭い所に巧し込まない 
-テーブルク□ス、新聞、カーテンなどで通風孔をふさび 
ない 

-本や雑誌などをのせない 
• じゅうたんや布団の上に置かない 

正面 



付属品の確認 


お使し、になる前にお確かめくださし、。 
電源 コード （1 本） 



CD について 


再生できる CD 


CD 

このマークのある CD を再生でさま 

ず。 rnlnBfp 咖昼恒抽幢度 

i n II ibi だ DIGITAL AUDIO DIGITAL AUDIO 

向 SIB! 而 SlSra IReWritablel 

ファイル 

音楽 CD 


• CD 規格 ( CD - DA ) に準拠しないディスクについては、動作 
や音質を保証でさません。 

CD を再生ずるときは、 rcD □ゴマーク」の有無や、 

ノ（ッケージのごを意をお読みになり、 CD 規格に準拠ずる 
ディスクであることをお確かめください。 

• MP 3 ファイル、 WMA ファイルなどは再生できません。 


CD - R / CD - RW のごち意 


お客様が編集した CD-R / CD - RW ディスクは、ファイナラ 

イズ処理されているディスクに限り本機でお楽しみいただけ 

まず。 

• CD - R / CD - RW ディスクを作成ずるときは、ディスクフォー 
マットを「侶〇 9660 J にしてください。また、ノ（ケットライ 
卜方式 ( UDF フォーマット)は使用しないでください。 

• ディスクの特性•記録状態•傷•巧れ、またはプレーヤーのレ 
ンズのちれ•結露などにより本機で再生できないことびあ 
りまず。 

• ディスクの使用上のごを意をよ < お読み < ださい。 

• CD テキストの表示には対応しておりません。 

• 音楽巧の CD フォーマット外で記録したことのある 
CD - RW ディスクは、し b たん全曲を消去してください。そ 
のまま使巧すると、突然大さな音び出てスピーカーを破損 
するなどの原因になりまず。 


ちな仕様 


CD プレーヤー部 

形式 

CD ポータブルシステム 

サンプリング周波数 

44.1 kHz 

チヤンネル数 

2 チヤンネル•ステレオ 

周波数特性 

20 Hz 〜20 kHz 


チューナー部 

受信周波数 

FM ：76.0 MHz -90.0 MHz 


AM : 已3日 kHz - 1,600 kHz 

アンテナ 

FM : □ッドアンテナ 

AM : フェライトコアアンテナ 



共通部 

スピーカー 

9 cm 

(コーンスピーカー X 2)4 n 

実巧最大出力 

1.已 W + 1. 已 W 

( JEITAVAC ) 

入力端モ 

AUDIO IN 

(¢3.已 mm ステレオ三二) X ] 

500 mV /47 kQ 

電源 

AC 100 V 

已〇 Hz /60 Hz 

DC 日 V 単 2 形乾電池 X 6 

消費電力 

電源「入」時 ]3 W 
電源「切」時 1.00 W 政下 

最大外形寸法 

幅306 mm X 高さ140 

mm X 奥行き238 mm 

お g 

貨里 

約 1.7 kg 履池なし） 


電池持続時間 


使用乾電池 

巳 D 再生時 

単2形マンガン乾電池 

約3時間 ( JEtA )* 

単2形アルカ U 乾電池 

約9.已時間 ( JEITA )* 


電池持続時間は周囲の温度や使用状況、電池のメーカーや種類により、異なることびありまず。 
• 本機の仕様および外観は、改善のため予告な < 変更ずることびありまず。 

• * は JEITA (電モ情報技術産業協会)の測定法に基づ < 数値でず。 



はじめに 

電源コードをつなぐ 




ミご注意含 

• 電源コードを使ラときは、電池を取り出 
してください。 

• 出かけるときや長期間使わないときは、 
電源コードをコンセントから抜いてくだ 
さい。 


^お知5せ]^ 

、 ク 

• 電ミ也からを電源を供給ずることびでさ 
まず。（下の情池を入れる」をご覧くだ 
さい。） 

• 電源び切れているとさを少量の電力を 
消費しまず。 


電ミせを入れる 


電おカパーを開ける 




電池の+と一の巧をを正し <入れる 


単2形乾電池(市販品) 




電池カパーを閉じる 



( X )ツメを巧に差し込む 


ミご注意含 

• 乾電池は、「安全上のごま意(別紙)」をお読みの上、正し <ぉ取り扱いください。 


f お知 5 せ]) 

• 電源コードをコンセントに差し込んでしぶときは、電池から電源は供給されません。 

• 本機を連続して操作したり、きい場所で操作ずると、電池の消耗び早くなりまず。 

_ J 




よりよくお使いいただくたゆに 





お手入れについて 


巧障かな？と思った6 


1 


本体のお手入れ 

ノ（ネル操作面び巧れたら柔らかい巧でから 
ぶきしてください。巧れびひどいときは水 
で巧をしめらずか、中性洗き临かし制こつ 
けてふき、あとはからぶきしてください。 


• シンナーやベンジン、アルコールなどの 
化学薬品でふいたり、殺虫剤をかけない 
で < ださい。変色した0表面の仕上げを 
し)ためることびありまず。 

CD プレーヤーのレンズのお手ふ 

レンズのちれは音飛びなど演奏びでさな< 
なる原因になりまず。 

CD ドアを開け、図のようにレンズを清掃し 
て < ださい。 

• ほこ0などは市販のク U —ニングキットの 
ブ□ワーを使って、はさ出してください。 

• 市販の CD レンズク U - ナー席式タイ 
プ)をご利用願いまず。 


プロヮー 



CD の取り扱し、とお手入れ 


出すとを 入れるとを 


ビクターホームぺージ(11け口://\/\/\/\/\/\/.ソが〇「.じ〇化/)から最新の製品(3&八情報をご覧ぃ 
ただけまず。サービス窓口にご相談になる應こ、下記の項目をチェックしてみてください。 




• CD にテープやシールなどを張ったり、き 
を書いた0しないで < ださい。 

• CD は曲げないで < ださい。 

• 八ートや花などの形をしたシエイプ CD 
(特殊な形状をした CD ) は、絶対に使用 
しないで < ださい。故障の原因にな0ま 
ず。 

• CD をお手入れずるときは、ほこりやゴミ、 
指紋などを柔らかい巧でふさとって < だ 
さい。 



共通 

♦電源が入5ない 

一電源コードの接続を確認してください。 
または、本体の電池を新しいをのと交換 
して < ださい。 

♦音びルさずざる 

■►本体の電池び消耗していませんか。新し 
い電池と交換してください。 

♦音び聞こえない 

一音量び最ノ」リこなっていませんか。音量を 
調節してください。 

■ — - - - —- - — 

♦雑音びを < 放送び聞きづ5い 

^アンテナの向きを調節してください。 


外部機器 

♦音声び聞こえない 

* 機能スイッチは 「AUDIO IN 」 に設定され 
ていまずか。 

■►機器は正しく接続されていまずか。 

一接続した機器の音量び最ルになってい 
ませんか。 

CD プレーヤー 

♦ CD が再生できない 

* 機能スイッチは rcD 」 に設定されていま 
ずか。 

* CD び逆さまに入ってしほせんか。ラべ 
ル面を上にして入れてください。 

^ CD またはレンズび巧れてしほせんか。 
CD またはレンズを清掃してください。 

一湿気によ0水滴びついていませんか。使 
用ずる前に電源を入れて数時間お待ち 
<ださい。 


必ず内側から 連続したキズは音飛 
外側へ びの原因になります。 


• シンナーやベンジンなどの溶剤は絶対に 
使用しないでください。 














































































































































































































基本操作 


機能スイッチ 
音量調節つまみ 


CD 操作ボタン 




FM/AM スイッチ 


ラジオ選局つまみ 


表示窓 


〔 CD 、 FM / AM、AUDIO IN を選ぶ 


( 音量を調節する 


J I 電源を切る 


機能スイッチをスライドさせて 「 CDJ 
「 FM / AM」「AUDIO IN 」 を選びまず。 


機能 



CD ： 

CD を再生ずるとさに選びまず。 

FM / AM : 

FM / AM 放送を聞くときに選びまず。 
( 「ラジオを聞く」をご覧ください。） 

AUDIO IN : 

外部機器(デジタ j レオーディオプレー 
ヤーなど)の音声を聞 < とさに選びま 
ず。 


音量調節つまみを回して、音量を調節しま 
ず。 

• 電源を入れる前は、音量を最ルにして < だ 
さい。 



機能スイッチを情源則に合わせまず。 


機能 




CD を聞< 






再生する 



機能 



团再生ずる 


再生/ 




CD に入っている 


曲の数 


^ LI I 


再生中の曲番号 


4 音量を調節ずる 


音量 



停止ずる 



巧を選ぶ 



早戻し/早送りずる 

再生中に… 



押したままにする 


一時停止ずる 



• もう一度 ►/ ii ボタンを巧ずと、再生を再開しまず。 


巧きな曲順で再生する（プ□クラム再生） 

プ□グラムを設定ずると、好さな曲を好さな順番で再生でさまず。最大20曲まで設定でさまず。 


プ□グラムを設定ずる 

停止中に… 

1プ□グラム画面を表示させる 



プ□グラムま号 曲ま号 


• 1番目の曲び遇べるようになりまず。 


2巧番号を選ぶ 



3巧を巧定ずる 


兴ム I い J し I 

: 〇 ; T ; V リし 

： 

: なのプログラムま号 曲ま号 

:•次のプ□グラム番号び表おされたあと、曲を還べるよ 
: ラになりまず。 

▼ 

4手順2と3をくり返ず 

：•プ□グラムに20番目の曲を追加ずると、 r - -」と表おさ 
: れまず。21番目の曲は追加できません。 


5プ□グラムを再生ずる 



• プ□グラムした巧を再生し終わるか、再生中に停止ボタン 
を巧ずと、プ□グラム再生モードは自動的に解除されまず。 
(「 PROGRAM 」 表示び消えまず。） 

をラー度プ□グラム再生ずるには、 r プ□グラム」ボタンを 
巧し、 ►/■ ■ボタンを押しまず。 

プ□グラムを編集ずる 

設定したプ□グラムの巧番号を変更した0、プ□グラムの 
最後に巧を追加ずることびでさまず。 

1停止中に口 □グラム」ボタンをくり返し巧して、編集ず 
るプ□グラム番号を選ぶ 

• 曲を追加ずるときは、の□」と点滅表おされるまで 
「プ□グラム」ボタンをくり返し巧しまず。 

吕 HM / W ボタンで曲番号を選び、「プ□グラム」ボタンを巧す 

• ►/" ボタンを巧ずと、編集したプ□グラムび再生さ 
れまず。 

プ□グラムを消去ずる 

1停止中に r プ□グラム」ボタンを巧ず 
•「 PROGRAM 」 表示び点滅しまず。 

吕 停止ボタンを巧ず 

• CD ドアを開けたとさ、本機の電源を切ったとさ、機 
能スイッチを切り換えたとさをプ□グラムび消去さ 
れまず。 



くり返し再生する/ 
ランダムに再生する 


再生方法を選ぶ 




ボタンを押すごとに、しツ下のよう 
に切り換わります。 


术窓 

再生方法 

REPEAT 

1曲だけくり返します。 

REPEAT ALL 

すべての曲をくり返します。 

RANDOM 

ランダム(無作為)な順序で 

曲を再生します。 

表巧なし 

通常の再生をします。 


• くり返し再生、ランダム再生は、停止ボタンを 
巧してち解除されまず。 


• プ□グラム再生とランダム再生を同時に行ラ 
ことはでさません。プ□グラム再生び優先さ 
れまず。 


か部機器の音を聞< 




基本操作 


圧]音量を最ルにずる 

: 音量 



医]再生機器を接続ずる 
:•ステレオミニプラグコード(扫 IJ 
: 売)を使って、本機のラしろ側の 

: AUDIO IN 端テに接続しまず。 



团機能スイッチを 「AUDIO IN」 に合 
：わせる 


機能 



团機器を再生ずる 


回音量を調節ずる 


音量 
























































































































































































































































































